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場所：かごしま県民交流センター

わしも応援にいくぜ！

問い合わせ先　市地域振興課商工観光係　　　☎�１３１１○内　　１２５３

公　認
キャラクター

認定第２号

自己紹介
　まちの特産品である「伊佐米」から黄金の稲穂の「金」と金山ネギの

「金」、世界トップクラスの含有量を誇る金鉱山の「金」。金づくしの伊
佐そして一番のキングから「イーサキング」が誕生。
　私の姿をみていただくとおわかりのとおり、全国に数ある「ゆるキャ
ラ」たちとは、少し違う。わがふるさと「伊佐」を誇らしげに自慢する「ど
やキャラ」として、Ｓ－１グランプリでお馴染の「手羽キング」片手に
注目される伊佐を創り上げていこうと思う。
作成者
　伊佐みりょく研究所
制作者
　Quantize（クォンタイズ：伊佐市出身の 2 人組で福岡を拠点に世界で
活躍するオーダーメイドドレスブランド）

イーサキング

Ｓ－１

手羽キング

グルメグランプリ
本大会に出場

２月 23 日 ・24 日土 日

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク
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伊 佐 の 魅 力 を 発 信 せ よ ！

「伊佐市公認キャラクター」認定１号２号
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3　　広報いさ  2013.02.01

　市の歴史、風土、環境または特産品等に根付いて作成されたキャラクターを
「伊佐市公認キャラクター」として認定しました。
　市のＰＲ活動に協力してもらい、まちの知名度アップ＆地域活性化のために

「伊佐」の魅力を全国に発信していきます。

みんなの生活に

役立てるよう活動

するよぉ！

自己紹介
　曽木の滝公園内にある旧曽木発電所の一部を活用して平成 25 年３月
の完成をめざし、市と協力して整備中の水力発電所から誕生しました。
　公園内に去年４月にオープンした「曽木の滝公園観光拠点施設」を観
光等の情報発信、再生エネルギー学習の場として活用しながら、市の水
力発電事業のシンボルとして地域振興に頑張ります。
作成・制作者
　新曽木水力発電（株）

公　認
キャラクター

認定第１号

いーさーくん

○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク
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○、☆をつくり → フィルタ → パス変形 → パンク

伊 佐 の 魅 力 を 発 信 せ よ ！

「伊佐市公認キャラクター」認定１号２号
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三
日
市
純
一（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

田
﨑
新
次
（
麓
班
団
員
）

児
島
和
敏
（
馬
場
班
団
員
）

○
県
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

野
平
榮
一
（
第
８
分
団
副
分
団
長
）

住
吉
真
人
（
堂
崎
班
班
長
）

東
郷
五
則
（
中
央
分
団
班
長
）

池
田
正
吾
（
中
央
分
団
班
長
）

黒
瀬
譲
一
（
北
部
分
団
班
長
）

平
嶺
富
士
夫
（
湯
之
尾
分
団
班
長
）

小
倉
大
作
（
上
町
班
団
員
）

下
原
和
幸
（
目
丸
班
団
員
）

岡
野
秀
司
（
麓
班
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

森
義
信
（
第
４
分
団
分
団
長
）

山
下
恭
正
（
曽
木
班
部
長
）

田
中
浩
太
郎
（
上
町
班
班
長
）

長
野
吉
泰
（
山
野
自
動
車
班
班
長
）

横
山
和
行
（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

永
吉
勇
治
（
目
丸
班
団
員
）

今
堀
賢
治
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

長
谷
川
雄
二
（
堂
崎
班
団
員
）

酒
匂
克
博
（
北
部
分
団
団
員
）

宮
園
博
（
北
部
分
団
団
員
）

溝
口
敏
幸
（
北
部
分
団
団
員
）

○
県
知
事
表
彰

10
年
勤
続

岩
切
和
之
（
青
木
班
班
長
）

脇
迫
健
一
（
徳
辺
分
団
班
長
）

馬
庭
敏
博
（
水
ノ
手
班
団
員
）

丸
山
武
博
（
目
丸
班
団
員
）

原
口
義
広
（
麓
班
団
員
）

冨
永
直
也
（
中
央
班
団
員
）

肥
後
勝
彦
（
曽
木
班
団
員
）

上
村
直
角
（
本
城
分
団
団
員
）

長
野
則
夫
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

新
納
正
明
（
湯
之
尾
分
団
団
員
）

︻
平
成
25
年
消
防
出
初
式
表
彰
︼

○
消
防
庁
長
官
表
彰
（
永
年
勤
続
功

　
労
章
）

井
上
修
二
（
副
団
長
）

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

　
部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

畑
田
満
（
川
南
分
団
副
分
団
長
）

荒
平
学
（
尾
之
上
班
班
長
）

山
内
征
一
郎
（
牛
尾
班
団
員
）

鶴
田
美
知
夫（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

中
野
誠
（
尾
之
上
班
団
員
）

西
牟
田
浩
二
（
石
井
班
団
員
）

堀
川
正
（
麓
班
団
員
）

折
口
行
義
（
曽
木
班
団
員
）

川
野
光
広
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

大
久
保
武
（
中
央
分
団
団
員
）

諏
訪
三
博
（
里
町
班
団
員
）

川
村
浩
樹
（
北
部
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

防
火
水
槽
用
地
提
供
者

竹
下
政
文
（
大
口
青
木
）

退
任
消
防
後
援
会
長

永
吉
啓
俊
（
中
央
・
曽
木
班
）

井
上
伊
知
郎
（
大
口
自
動
車
・
上
町
班
）

︻
平
成
24
年
表
彰
︼

　
平
成
24
年
４
月
９
日

○
退
職
消
防
団
員
報
償
（
銀
杯
）

１
号
（
25
年
以
上
勤
続
）

鬼
塚
末
人
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

２
号
（
15
年
以
上
25
年
未
満
勤
続
）

出
水
義
和
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

鹿
倉
和
長
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

棈
松
茂
博
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

伊
藤
広
文
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

伊
伏
孝
昭
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

川
野
美
明
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章
（
30
年
勤
続
）

内
野
伸
郎
（
第
７
分
団
長
）

湯
之
上
安
美
（
篠
原
班
団
員
）

山
畑
稔
（
郡
山
班
団
員
）

　
1
月
13
日
、
伊
佐
市
文
化
会
館
で

出
初
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
天
候
に
恵
ま
れ
ず
、
予
定
し
て
い

た
パ
レ
ー
ド
や
分
列
行
進
、
操
法
そ

し
て
は
し
ご
隊
の
演
技
は
中
止
さ

れ
、
式
典
の
み
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
消
防
団
活
動
に
功
績

が
あ
っ
た
団
員
・
家
族
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。（
敬
称
略
、
階
級
は
受
章

時
の
も
の
）

　
こ
れ
か
ら
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

安
心
で
安
全
な
生
活
を
守
る
た
め
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。

「 消すまでは 出ない行かない 離れない 」
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周
防
原
敏
實
（
諏
訪
班
）

橋
口
昭
夫
（
崎
山
班
）

陣
之
内
信
一
（
青
木
班
）

楠
元
英
夫
（
元
町
班
）

弓
指
登
志
久
（
堂
崎
班
）

30
年
勤
続
章

米
澤
公
信
（
第
７
分
団
分
団
長
）

宮
下
博
美
（
下
手
分
団
副
分
団
長
）

茶
園
龍
弥
（
里
町
班
団
員
）

上
村
純
一
（
石
井
班
団
員
）

25
年
勤
続
章

坂
中
正
博
（
第
８
分
団
分
団
長
）

池
松
良
照
（
第
３
分
団
副
分
団
長
）

樋
渡
一
博
（
北
部
分
団
班
長
）

小
野
原
富
雄
（
里
町
班
団
員
）

前
田
憲
治
（
目
丸
班
団
員
）

大
宮
司
純
一
（
牛
尾
班
団
員
）

兵
底
博
之
（
郡
山
班
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

出
水
隆
一
（
第
６
分
団
分
団
長
）

村
岡
敏
徳
（
第
10
分
団
副
分
団
長
）

坂
元
裕
二
（
宮
人
班
班
長
）

原
口
清
文
（
湯
之
尾
分
団
班
長
）

春
口
厚
志
（
中
央
分
団
団
員
）

鬼
塚
浩
一
郎
（
上
町
班
団
員
）

中
村
正
浩
（
牛
尾
班
団
員
）

外
山
哲
朗
（
中
央
班
団
員
）

山
之
上
茂
（
曽
木
班
団
員
）

15
年
勤
続
章 

畑
田
満
（
川
南
分
団
副
分
団
長
）

中
山
浩
近
（
目
丸
班
班
長
）

長
谷
川
守
（
山
野
自
動
車
班
班
長
）

大
久
保
武
（
中
央
分
団
団
員
）

川
野
光
広
（
土
瀬
戸
班
団
員
）

諏
訪
三
博
（
里
町
班
団
員
）

川
村
浩
樹
（
北
部
分
団
団
員
）

高
松
賢
一
郎
（
上
町
班
団
員
）

橋
口
英
幸
（
水
ノ
手
班
団
員
）

竹
下
政
文
（
青
木
班
団
員
）

中
野
祐
一
（
木
ノ
氏
班
団
員
）

内
村
武
人
（
石
井
班
団
員
）

平
江
久
人
（
堂
崎
班
団
員
）

吉
永
好
郎
（
下
手
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

山
口
智
寛
（
元
町
班
班
長
）

鶴
田
知
誠
（
里
町
班
班
長
）

元
山
淳
一
朗
（
小
木
原
班
班
長
）

前
野
洋
次
朗
（
元
町
班
団
員
）

田
辺
卓
司
（
諏
訪
班
団
員
）

川
越
昭
謹
（
諏
訪
班
団
員
）

有
留
宗
徳
（
青
木
班
団
員
）

満
園
健
三
（
青
木
班
団
員
）

内
村
清
重
（
石
井
班
団
員
）

内
山
裕
樹
（
山
野
自
動
車
班
団
員
）

森
和
文
（
堂
崎
班
団
員
）

寒
川
正
和
（
馬
場
班
団
員
）

○
団
長
表
彰
（
５
年
勤
続
章
）

蓑
田
稔
（
里
町
班
団
員
）

國
玉
茂
美
（
郡
山
班
団
員
）

大
濱
秀
樹
（
中
央
班
団
員
）

岩
下
昌
弘
（
中
央
班
団
員
）

福
田
昌
和
（
本
城
分
団
団
員
）

山
口
博
司
（
中
央
分
団
団
員
）

日
當
瀨
大
佑（
大
口
自
動
車
班
団
員
）

吉
松
哲
朗
（
水
ノ
手
班
団
員
）

田
之
上
和
美
（
篠
原
班
団
員
）

山
本
建
一
（
石
井
班
団
員
）

竹
下
岩
雄
（
石
井
班
団
員
）

平
出
水
学
（
平
出
水
班
団
員
）

山
口
伝
児
（
白
木
班
団
員
）

○
団
長
特
別
表
彰
（
永
年
功
労
者
）

岩
淵
小
百
合
（
元
ラ
ッ
パ
隊
）

ラ
ッ
パ
隊

渕
之
上
俊
典
（
第
１
分
団
分
団
長
）

長
野
吉
泰
（
第
５
分
団
分
団
長
）

吉
松
直
樹
（
第
10
分
団
分
団
長
）

坂
元
裕
二
（
宮
人
班
班
長
）

中
島
速
男
（
青
木
班
団
員
）

満
園
健
三
（
青
木
班
団
員
）

大
山
博
喜
（
小
木
原
班
団
員
）

堀
川
正
（
麓
班
団
員
）

柿
ノ
迫
友
則
（
曽
木
班
団
員
）

梯
子
隊

蓑
田
慎
一
（
第
２
分
団
分
団
長
）

寺
地
史
生
（
牛
尾
班
団
員
）

内
村
武
人
（
石
井
班
団
員
）

寺
師
友
明
（
平
出
水
班
団
員
）

平
谷
光
裕

（
伊
佐
湧
水
消
防
組
合
消
防
士
長
）

平成 25 年

伊佐市消防出初式
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多発傾向 ご注意ください !!
水道管破裂

　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
4
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
が
凍
っ
た
り
、
破
裂
す
る

事
故
が
多
く
な
り
ま
す
。
日
陰
や
風
当

た
り
の
強
い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管
、

ま
た
屋
外
に
あ
る
蛇
口
や
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
は
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

防
寒
方
法

　
水
道
管
に
は
布
切
れ
や
発
泡
ス
チ
ロ

ー
ル
な
ど
の
保
温
材
を
巻
き
つ
け
ま
す
。

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
に
は
布
切
れ
な
ど

を
詰
め
る
と
効
果
的
で
す
。

も
し
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
凍
っ
た
蛇
口
や
水
道
管
に
タ
オ
ル
を

か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か
ら
水
か
ぬ
る
ま

湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
く
だ
さ
い
。
熱

湯
は
絶
対
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

破
裂
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

万
一
破
裂
し
て
し
ま
っ
た
ら

　
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
等
の
止
水
栓

を
閉
め
、
水
を
止
め
て
か
ら
最
寄
り
の

水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

連
絡
先

大
口
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー

　
☎
�
５
３
３
３

菱
刈
地
区
水
道
修
繕
セ
ン
タ
ー
　

☎
�
２
８
７
０

石油ストーブ火災

給
油
す
る
際
に
は
ス
ト
ー
ブ
を
消
す

　
給
油
す
る
際
に
は
、
必
ず
ス
ト
ー
ブ
の

火
を
消
し
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
給
油
の
際
に
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
灯

油
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
ス
ト
ー

ブ
の
火
が
引
火
し
て
火
災
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
拭
き
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

洗
濯
物
な
ど
を
干
さ
な
い

　
ス
ト
ー
ブ
の
上
部
に
洗
濯
物
を
干
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
洗
濯
物
が
乾
い
た
時
に
、

ス
ト
ー
ブ
に
落
下
し
て
燃
え
だ
す
火
災
が

多
発
し
て
い
ま
す
。

タ
ン
ク
の
ふ
た
は
、
し
っ
か
り
と
締
め
る

　
給
油
後
、
タ
ン
ク
な
ど
の
ふ
た
の
締
め

付
け
が
緩
か
っ
た
り
、
斜
め
に
締
め
る
な

ど
不
完
全
な
場
合
は
タ
ン
ク
内
の
灯
油
が

漏
れ
出
し
た
り
、
こ
ぼ
れ
た
り
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
た
め
、
ふ
た
は
確
実
に
締
め
て

く
だ
さ
い
。

寝
る
時
は
必
ず
ス
ト
ー
ブ
を
消
す

　
ス
ト
ー
ブ
を
つ
け
た
ま
ま
寝
る
と
、
寝

返
り
を
う
っ
た
際
な
ど
に
ス
ト
ー
ブ
に
布

団
が
接
触
し
、
火
災
と
な
る
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

誤
給
油
に
注
意

　
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
を
、
灯
油
と
間
違
え

て
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
し
、
火

災
に
な
る
事
例
が
お
き
て
い

ま
す
。

誤
給
油
を
防
ぐ
に
は
・
・
・

①
油
の
種
類
に
よ
っ
て
容
器

　
の
色
や
形
状
を
変
え
る
（
ガ
ソ
リ
ン
は

　
専
用
の
金
属
容
器
で
保
管
す
る
。）

②
給
油
す
る
前
に
燃
料
の
色
を
確
認
す
る

　（
灯
油
は
無
色
透
明
で
す
。）

③
灯
油
の
保
管
場
所
と
他
の
油
の
保
管
場

　
所
を
変
え
る
（
家
族
に
も
灯
油
と
他
の

　
油
の
置
き
場
を
徹
底
す
る
。）

石
油
ス
ト
ー
ブ
で
火
災
に
な
り
か
け
た
ら

◎
消
火
器
を
使
っ
て
落
ち
着
い
て
消
火

　
◦
消
火
器
を
置
い
て
あ
る
場
所
を
確
認

　
　
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
◦
消
防
訓
練
等
に
参
加
し
消
火
器
の
使

　
　
い
方
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
毛
布
や
布
団
な
ど
で
覆
い
、
空
気
を
遮

　
断
し
水
を
か
け
て
消
火

◎
出
火
直
後
の
小
さ
な
火
な
ら
、
あ
わ
て

　
ず
に
手
の
届
く
範
囲
に
あ
る
『
水
分
』

　（
お
茶
や
牛
乳
等
）
を
か
け
て
消
火

◎
万
が
一
の
と
き
は
、
消
火
よ
り
避
難
を

　
最
優
先
す
る
こ
と
が
大
切

浴
槽
の
残
り
湯
は
、
捨
て
ず
に
残
し
て
置

く
と
消
火
用
に
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す

！
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教育長に 
森
も り

 和
か ず の り

範 氏 再任
副市長に 

時
と き と う

任 良
よ し み ち

倫 氏 再任

伊佐地区ツーリズム協議会とは…
　現在の会員数は 49 人。農家民泊や農業体験の提供によって、地域経済の発展と伊佐市全体の活性
化を目指す団体です。
　修学旅行の中学生や高校生など、「田舎の生活・農家の生活」を求めて訪れるお客さまに農産物の
おいしさを知ってもらうなど、観光や交流を通して地元を活性化しましょう。
　伊佐のファンが増えるだけでなく、お客さまとの交流は一生の宝物になることでしょう。あなたも、
伊佐の「お父さん」「お母さん」になりませんか。

●会員になったらどうなりますか？
　農家民泊を希望する団体等から申し込みが
あったときに、協議会から連絡が入ります。
都合が合えば、だいたい３、４人を１泊２日
程度で受け入れていただきます。その後、費
用（１人につき１泊２食 4,500 円。体験料別）
を、協議会を通してお支払いします。今年は、
修学旅行生を主に、全体で 300 ～ 500 人ほど
を受け入れる予定となっています。

●農業をしていなければだめですか？
　宿泊させなければだめですか？
　宿泊のみを受け入れる人、農業体験のみを
提供していただける人についても募集してい
ます。

●会員になるための資格などが必要ですか？
　会員になってから１年以内に必ず、　伊佐
市内で行われる安全講習（無料）を受けてい
ただきます。年会費は 2,000 円です。

●農家民泊って何ですか？
　農業をしているあなたの自宅にお客さまを
泊め、農作業などを体験してもらい、家族の
ようにありのままの生活をしてもらうもので
す。野菜収穫や家畜の世話、ふくれ菓子作り
やそば打ちなど、あなたがいつもしているこ
とが、お客さまには貴重な経験になります。

申込・問い合わせ先　伊佐地区ツーリズム協議会事務局（市地域振興課定住促進係）　      ☎�１３２７

伊佐地区ツーリズム協議会の会員募集

　市教育委員会は、教
育長の任期満了に伴
い、 平 成 24 年 12 月
12 日に臨時会を開き、
森和範氏（大口・62 歳）
の再任を決定しまし
た。
　任期は、４年間です。
略　歴

鹿児島大学卒・市立山野小学校校長・米デトロ
イト補習授業校校長・鹿児島市立黒神小学校校
長・伊佐市教育長（平成 22 年４月１日～）

　平成 24 年 12 月４日
に開かれた市議会定例
会で、副市長に時任良
倫氏（菱刈・66 歳）を
選任することに同意が
あり、2 月１日付けで
任命されました。
　任期は、４年間です。
略　歴

県立大口高等学校卒・旧菱刈町役場企画調整課
長・伊佐地区合併協議会事務局長・税務課長・
菱刈町商工会嘱託職員事務局長・伊佐市副市長

（平成 21 年２月１日～）

●農業をしていなければだめですか？



ま ち
の 話 題
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めのもち飾り
　鹿児島の伝統行事である「めのもち飾り」がふれあいセンターのステージ上に登場しました。
　めのもち飾りは、小正月である 1 月 15 日の前日に飾られるのが習わしで、紅白のお餅をエノキ
いっぱいにさして飾ります。餅の形や色は地域によってそれぞれ違いますが、五穀豊穣、無病息災

を祈願するもので、伊佐市でもいたるところで見る
ことができます。
　ふれあいセンターにある「めのもち飾り」は、毎
年ふれあいサークルのメンバーに作成していただい
ています。ふれあいサークルでは、サークル活動ば
かりでなく、七夕や十五夜など年間を通して伝統行
事があるたびにふれあいセンターで飾りを作ったり、
さまざまなボランティア活動も行っています。
　ぜひふれあいセンターにお立ち寄りいただき、め
のもち飾りをご覧ください。

　１月３日、伊佐市文化会館にて「平成 25 年伊佐市成人式」が
開催されました。華やかな振り袖や新調したスーツを身にまとっ
た新成人が、友人たちと久しぶりの再会を楽しんでいました。
　式では、新成人 487 人を代表し黒瀬茅夏さん（田中）があいさ
つし、恩師から届けられたビデオレターや幼いころの写真がスク
リーンに映しだされると、歓声が起こり当時の思い出を懐かしん
でいました。市長をはじめ多くの来賓の皆さんに見守られるなか、
夢と希望に満ちた若者たちが新たな一歩を踏み出しました。

伊佐市成人式

㊗おめでとう

歳20　
　

大
人

へ
の

一 歩 を 踏 み

出
す
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剣の修練の成果を競う

　１月 14 日、第 34 回菱刈剣道大会が、菱刈
農業者トレーニングセンターで行われました。
　県内外から 92 チーム（小学生男子 38、女
子 16、中学生男子 24、女子 14 チーム）遠く、
大阪府からも参加があり、日頃の稽古の成果
を競いました。
　センター内には、気合いのこもった掛声と
竹刀で打ち込む鋭い音が響きました。これか
らの若い剣士たちの活躍が楽しみです。
　試合結果は次のとおりです。

【小学生男子の部】
優　勝　穴師剣道会（大阪府泉大津市）
準優勝　日当山剣道Ａ（霧島市）
第３位　南月少年剣道クラブ（鹿児島市）
第３位　平佐西小剣道スポーツ少年団（薩摩川内市）

【小学校女子の部】
優　勝　野田剣道スポーツ少年団（出水市）
準優勝　あさぎり翔成館（熊本県あさぎり町）
第３位　三船剣道スポーツ少年団（姶良市）
第３位　下水流剣道スポーツ少年団（出水市）

【中学生男子】
優　勝　鹿児島ＫＭＫ（鹿児島市）
準優勝　南月少年剣道クラブ（鹿児島市）
第３位　日当山中学校（霧島市）
第３位　あさぎり中Ａ（熊本県あさぎり町）

【中学校女子】
優　勝　川内中央中Ａ（薩摩川内市）
準優勝　出水中学校（出水市）
第３位　高尾野中学校（出水市）
第３位　皇徳寺中学校（鹿児島市）

　たくさんの絵本を積んだキャラバンカーで
全国におはなしを届ける「おはなし隊」が 1
月 16 日、曽木小学校にやってきました。
　おはなし隊は、1997 年に講談社 90 周年記
念事業「本とあそぼう　全国訪問おはなし隊」
としてスタートし、各都道府県を 1 か月かけ
て巡回しています。今回の巡回では離島も含
め県内で 50 か所が予定されており、そのう
ちの１つに曽木小学校も選ばれました。
　キャラバンカーには、およそ 550 冊も本が
積載してあり、子どもたちが自由に本を手に
取り読んでいました。また、紙芝居や絵本の
読み聞かせも行われ、招待された紅洋保育園
の園児たちと一緒になって夢中で話を聞いて
いました。

おはなし隊がやってきた♪

井上雄彦氏
「コスモポリタン賞」受賞

　「スラムダンク」、「バガボンド」等の作品
で世界的に知られる伊佐市出身の漫画家、井

上雄彦氏が昨年 12 月に奈良市で開催された「アジアコスモポリタン賞文化賞」を受賞されました。
　この賞は東アジアにおける文化面、経済面で大きな社会貢献があった人に贈られるもので、日本人
唯一の受賞者となりました。そんな井上氏から、大口小学校の創立 140 周年記念に対し、代表作「ス
ラムダンク」の主人公“桜木花道”とお祝いの言葉が書かれた色紙をいただきました。子供たちは偉
大な大先輩から届いた思いがけない贈り物に喜び、お礼の手紙を送りました。
　井上氏の作品は、同氏の寄付を基に設置された大口図書館の「井上児童文庫」でご覧いただけます。
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　針持健一郎さん（猶原・88 歳）が瑞宝双
光章を受章されました。
　この勲章は、長年にわたり学校教育や社会
教育に従事され、教育の振興に寄与された方
に授与されるものです。
　針持さんは、一貫した教育理念と卓越した
見識・情熱をもって、生徒の健全育成および
教育の振興に貢献されたことが評価され受章
されました。「おめでとうございます。」

「福島の子どもと過ごそう！わくわく自然体験ツアー in 伊佐」
　福島県南相馬市の３家族が１月３日、３泊４日で伊佐市を訪れました。
　ＮＰＯ法人「トータルサポートネットワーク」が無
料招待したこのツアーは、市の助成と市内企業や個人
からの募金で実現しました。
　市内観光のほかに“十曽子どもの森”や“沖田黒豚
牧場”などで自然体験を満喫した３家族は、原発によ
って失われた日常を伊佐の地で思い出し、久しぶりの
外遊びを楽しみました。３日目は、南永小学校の児童
とボール遊びや木工細工などで交流したあと小学校に
宿泊。翌日は、伊佐での楽しかった思い出を胸に福島
への帰路につきました。

叙勲「瑞宝双光章」受章 伊佐で国体開催を実現させよう！

　昨年 12 月 22 日～ 24 日、九州カヌー連盟
主催の合同合宿が、湯之尾にある菱刈カヌー
競技場で行われ、九州各地から集まった 24
団体およそ 260 人が１往復３km のコースで
競い合うように練習に励みました。
　参加者は、ジュニアから世界クラスの選手
とさまざまで、普段一緒に漕げない選手との
練習を新鮮に感じながら、互いに刺激し合い
質の高い練習で有意義な合宿となったようで
した。
　菱刈カヌー場は、天候の影響を受けにくく
理想的な練習場だと評価が高く、市では平成
32 年度鹿児島国体のカヌー競技会場誘致に
向けて取組みを進めています。

　伊佐湧水消防組合南消防署に導入された新型「災害
対応特殊水槽付消防ポンプ車」が１月 18 日から運用
開始しました。
　この消防車は、「キャフスシステム」を装備した
2,000 リットル水槽付消防ポンプ車で、少量の水で消
化効率が良く、火災現場で起こりうる水損という二次

災害を軽減することができます。また、この消防ポンプ車は「緊急消防援助隊の消火隊」に登録して
おり、大規模災害が発生した場合は、要請により被災地へ出動する消防ポンプ車です。
※キャフスシステムとは、消火用の水に少量の消火薬剤と圧縮空気を自動的に混合発泡し消火が行える装置。

新型消防車運用開始



　

11　　広報いさ  2013.02.01

　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　
１
１
２
７

問
い
合
わ
せ
先
　
伊
佐
警
察
署
　
☎
�
０
１
１
０

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信

１
１
０
番  

だ
よ
り

牛
尾
校
区
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

卒業生名簿を入手
して電話してくる
みたいだぞ !!

まずは相談 !!

伊佐警察署
☎ 0995
22-0110

そ
の
電
話
、
そ
の
話
、
詐
欺
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？

「示談金を払わないといけない」

「慰謝料の請求を受けている」

「風邪で声が変わった」

「電話番号を変えた」

　　という子供からの電話

「外国紙幣、社債を購入しませんか」

「２倍で買い戻しますよ」

　　　　　　などという
　　　　　　うまい儲け話

すでに被害が出ています !!

「牛尾校区夏祭り」
　牛尾校区にはこれまで子どもから高齢者までが参加し触れ合う
校区全体としての活動がなかったことから、「校区夏祭り」構想
が生まれた。
　６月、地域から選出された実行委員で、舞台、屋台、会場の３
つの部門に分かれ協議が始まった。
　私たちは、大がかりな祭りではなく、「校区民が参加して楽し
む祭り」を基本に、帰省客の参加を見込んでお盆前の日曜日に設
定し、会場の配置や出店についても一体感が出るよう協議を進め
ていった。
　すると、これまでコミュニティ活動に携わったことがない人か
らも次々とアイデアが出始め、校区内にある５つの地区全てから
出店希望があるなど、校区の総意による祭りへと進んでいった。
　当日、朝から降り続いた雨も夕方には上がり、舞台ではスイカ
の早食いやビールの早飲みといった昔懐かしい催しもあり、雨上
がりの夜空に大きな歓声が上がった。子どもの出し物や浴衣コン
テストがあればよかったなどといった反省も聞かれる一方で、帰
省客からの「懐かしい顔に会えた」との声や、来年は「８月 11
日だね」という声が、祭りの成功を物語っていた。
　音響や電気のほか司会など、地域の人材の豊富さに驚き、一つ
のことに校区が取組むことのすばらしさを実感した祭りだった。

（校区役員Ｙさん）

　
　
　　

昨
年
８
月
、
校
区
振
興
計
画
に
よ
り

新
た
に
夏
祭
り
を
立
ち
上
げ
た
牛
尾
校

区
、「
祭
り
」
の
必
要
性
と
開
催
に
よ

っ
て
得
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
お
聞
き

し
ま
し
た
。



市役所のほうから
まいりした。

水道の点検
をさせてく
ださい。

　
　
　
　
　
　
・
買
い
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
・
必
要
あ
り
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
・
お
帰
り
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
・
今
後
、
勧
誘（ 

電
話
）

　
　
　
　
　
　
　
は
二
度
と
し
な
い
で

　
　
　
　
　
　
　
く
だ
さ
い

効果的な
断りの言葉
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先
　
市
企
画
調
整
課
共
生
協
働
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先
　
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
５
９

︽
水
道
工
事
な
ど
︾

　
作
業
服
を
着
た

り
腕
章
を
つ
け
た

り
し
て
水
道
事
業

者
に
な
り
す
ま
し
、

水
道
メ
ー
タ
ー
検
針
や
給
水
管
の
洗
浄
、

給
水
用
具
の
点
検
を
行
う
な
ど
簡
単
な

作
業
を
行
っ
た
後
に
高
額
の
代
金
を
請

求
す
る
、
頼
ん
で
も
い
な
い
の
に
修
理

や
点
検
の
電
話
が
か
か
っ
て
く
る
、
と

い
っ
た
相
談･

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

※
不
審
に
思
わ
れ
た
と
き
は
、
市
水
道

　
課
☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
９
２
、１

　
２
９
３
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

︽
屋
根
工
事
︾

　
近
所
で
工
事
を
し
て
い
る
と
い
う
業

者
か
ら
無
料
で
屋
根
を
見
て
あ
げ
る
と

勧
誘
が
あ
り
、
見
て
も
ら
っ
た
。
屋
根

が
傷
ん
で
い
て
今
度
雨
が
降
っ
た
ら
大

変
だ
と
契
約
を
せ
か
さ
れ
、
不
安
に

な
っ
て
高
額
な
契
約
を
し
た
。

　
こ
の
他
に
も
、
シ
ロ
ア
リ
駆
除
、
床

下
換
気
扇
、
浄
水
器
、
消
火
器
、
ふ
と

ん
な
ど
の
相
談
が
多
い
よ
う
で
す
。

悪
質
な
点
検
商
法
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

ア
ド
バ
イ
ス

○
無
料
で
点
検
と
言
わ
れ
て
も
、
安
易

　
に
依
頼
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
突
然
訪
問
し
て
き
て
、
そ
の
場
で
契

　
約
を
迫
る
よ
う
な
業
者
や
、
次
々
に

　
契
約
さ
せ
る
業
者
に
は
注
意
し
ま
し

　
ょ
う
。

○
そ
の
場
で
契
約
せ
ず
、
複
数
の
業
者

　
か
ら
見
積
も
り
を
取
り
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
と
断
り

　
ま
し
ょ
う
。

　
人
口
減
少
や
高
齢
化
、
東
日
本
大
震

災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
日
本
経
済
の

再
生
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
の
解
決
を

迫
ら
れ
る
わ
が
国
に
お
い
て
、
女
性
が

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
し
、
そ

の
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
ま
す
ま

す
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局

で
は
「
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
、

特
に
、
女
性
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
す
る
こ
と
に
よ
り
、
日
本
が
元
気
に

な
る
こ
と
が
伝
わ
る
よ
う
な
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
」
を
国
民
の
皆
さ
ま
か
ら
募

集
し
ま
す
。

応
募
資
格

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
個
人
に
よ
る
も
の
で
未
発
表
の
自

作
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
期
限
　

2
月
28
日
（
木
）
必
着

応
募
方
法

　
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
１
通
に

１
作
品
と
し
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

次
の
宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

黄
色
い
リ
ボ
ン
50

平
成
25
年
度
　
男
女
共
同
参
画
週
間

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
募
集
!!

応
募
先

〒
１
０
０
―
８
９
１
４

東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
―
６
―
１

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
「
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
募
集
係
」
あ
て

０
３
・
３
５
８
１
・
９
５
６
６

　https://form
.cao.go.jp/gender/

opinion-0076.htm
l

一
人
で
悩
ま
ず

　
勇
気
を
も
っ
て
相
談
を
！

　
市
民
の
身
近
な
相
談
窓
口
「
女
性
サ

ロ
ン
室
」
の
相
談
員
が
、
一
緒
に
な
っ

て
受
け
と
め
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

開
催
日
　
２
月
６
日
（
水
）・
20
日
（
水
）

時
　
間
　
13
時
30
分
～
16
時

場
　
所
　
大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０



の
実
話
や
、
命
を
落
と
す
瀬
戸

際
で
助
か
っ
た
人
た
ち
の
お
話
、

ま
た
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
か
ら

送
ら
れ
て
き
た
お
手
紙
な
ど
を

も
と
に
、『
命
の
大
切
さ
』
を

お
話
い
た
だ
き
ま
す
。

　
今
回
の
お
話
が
、
私
た
ち
一

人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
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問
い
合
わ
せ
先
　
市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係
　
☎
�
１
３
１
１
○内　　　　　　　　　　　　１
２
１
７

「生きる権利の大切さ」

♥♥♥ 命の番人からのメッセージ
～本当はみんな生きたいんや～

講師　茂
し げ

　幸
ゆ き お

雄  氏　（NPO 法人　心に響く文集・編集局　代表理事）

　
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
、

明
る
く
住
み
よ
い
伊
佐
市
を
実

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て「
人

権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
何
気
な
い
日

常
の
大
切
さ
、
人
と
人
の
絆
の

大
切
さ
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
福

に
生
き
る
権
利
の
大
切
さ
に
つ

い
て
、
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
は
講
演
会
に
、
茂
幸
雄

氏
を
お
迎
え
し
て
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
茂
氏
は
元
警
察

官
で
、
自
殺
多
発
地
で
あ
る
福

井
県
の
「
東
尋
坊
」
を
管
轄
す

る
三
国
警
察
署
副
署
長
を
勤
め

ら
れ
、
定
年
退
職
さ
れ
た
後
、

『
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
の
救

援
・
支
援
活
動
を
』
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
を
立
ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
会
員
た
ち
と
パ
ト
ロ
ー
ル
活

動
な
ど
を
続
け
、
活
動
拠
点
の

茶
屋「
心
に
響
く
お
ろ
し
も
ち
」

を
開
業
、
こ
れ
ま
で
に
３
０
０

人
以
上
の
人
の
話
に
耳
を
傾
け

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
人
生
の
ど

ん
底
か
ら
立
ち
直
っ
た
人
た
ち

日　時　２月 17日（日）
場　所　菱刈環境改善センター
　　　　（多目的ホール）

   9:00 ～　受付
   9:30 ～　人権作文入賞者紹介・人権作文朗読
10:30 ～　講演会
11:50 ～　閉会

福井県にある東尋坊では、過去 30 年間
に 650 人以上、ここ 10 年間に 200 人が
飛び込み自殺をして亡くなっていました。
茂さんはこの現状を愁い、平成 16 年４
月にＮＰＯ法人を設立、自殺を考えてい
る人と水際で遭遇し、人生再出発のため
の各種支援活動をしています。

　
　

　

　　　講演会

　
　

　

  こ
ころの健康づくり
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南三陸だより
Minamisanriku　Town

Vol. 10

　

　

レ シ ピ
「かごしまのおかず（開港舎）」より

あま酒

〈作り方〉　
①餅米を洗い、一晩水につけ、炊く。
②①を餅つき機に入れて餅をつく。
③餅がつきあがったら麹を入れ、餅が切
　れるまで、よくこねる。
④③を容器に入れ、毎日かき混ぜる。

※１週間程度で飲めるようになります。

｢ 米から作る自然飲料」生

あ
ま
酒

Vol.28

〈材　料〉
餅米　　　３kg
麹　　　　１kg

　
昨
年
12
月
７
日
金
曜
日
17
時

18
分
頃
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
Ｍ
7
・
３
の
地
震
が
発
生
し

ま
し
た
。
庁
舎
で
作
業
を
し
て

い
る
と
、
地
鳴
り
が
起
こ
り
、

大
き
く
揺
れ
ま
し
た
。
事
務
所

の
棚
か
ら
物
が
落
ち
る
と
い
う

こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
揺
れ

て
い
る
時
間
が
長
く
、
恐
怖
を

感
じ
ま
し
た
。
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
、
町
内
の
幹
線
道
路
も

通
行
止
め
と
な
り
、
一
時
、
騒

然
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
職
員
が
家
族
に
連
絡
し
、
避

難
を
呼
び
か
け
、
家
族
の
居
場

所
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。
結

局
、
南
三
陸
町
で
は
大
き
な
被

害
は
な
か
っ
た
で
し
た
が
、
災

害
が
起
こ
っ
た
と
き
に
ど
う
行

動
す
べ
き
か
想
定
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　
12
月
29
日
土
曜
日
に
は
年
の

瀬
恒
例
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る
「
お
す
ば
で
福
興
市
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
お
す
ば
で
祭

り
に
来
る
と
、
い
よ
い
よ
正
月

を
迎
え
る
気
分
に
な
る
と
地
元

の
方
が
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。「
お
す
ば
で
」
と
は
、

三
陸
沿
岸
部
で
酒
の
肴
、
お
つ

ま
み
を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。

年
越
し
用
品
や
お
正
月
品
の
ほ

か
地
元
で
と
れ
た
新
鮮
な
海
産

物
や
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る

テ
ン
ト
が
立
ち
並
び
、
大
勢
の

人
で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　（
上
田
恒
静
） ▲「おすばで福興市」の様子
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図書館へようこそ

Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本】【ご利用案内】
　伊佐市、旧横川町、湧水町、さつま町
に在住か、伊佐市内に通勤・通学をして
いる人であれば借りられます。
　図書利用カード作成には、免許証など、
本人確認できるものが必要です。
開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）
午前９時～午後５時（日曜、祝日）
休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）
年末年始（12 月 28 日～１月４日）

【おすすめの一冊】
私と踊って　恩田  陸　（出版：新潮社）
　稀代の舞踏家、ピナ・バウシュをモチーフ
に舞台を見る者と見られる者の抜き差しなら
ない関係をロマンティクに描いた表題作をは
じめ、全 19 編を収録。　　　

（新刊全点案内より引用）

【２月の休館日】
２月    ４日（月）・   12 日（火）
　　18 日（月）・    25 日（    月）  

【　児　童　】
オニたいじ 竹内通雅
ねむりひめ 荒井良二
富士山うたごよみ Ｕ . Ｇ . サトー
いいこでねんね デヴィッド・エズラ・シュタイン
いじわる せなけいこ

【　一　般　】
展覧会いまだ準備中 山本幸久
読まずにはいられない 北村薫
かんかん橋をわたったら あさのあつこ
ジョン・マン　清雲編 山本一力
信長影絵 津本陽

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 23 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせなど
ブックスタート
日　時　２月 23 日（土）11:00 ～ 11:40
場　所　大口ふれあいセンター１階和室
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の披露、幼児期での絵本の紹介など。
対象者　市内在住の 2 歳未満の赤ちゃんとその保護者及び
　　　　出産予定の人
※参加につきましては 2 月 22 日（金）17 時までにご連絡ください。

【図書館へ献本】
水間良裕さん　（鹿児島市）
永山保雄さん　（尾之上）
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伊佐市からのお知らせ

募
　
　
集

日
　
　
時
　
２
月
13
日
（
水
）
10
時
～
12
時

場
　
　
所
　
ま
ご
し
館

　
　
　
　
　（
菱
刈
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

内
　
　
容

　
ダ
ン
ベ
ル
体
操
・
数
字
盤
・
お
手
玉

受
講
料
　
無
料

受
講
資
格
　
概
ね
60
歳
以
上
の
人

申
込
期
限
　
２
月
８
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
�
１
１
６
６

平
成
25
年
度
　
県
立
宮
之
城
高
等
技

術
専
門
校
訓
練
生
募
集

○
室
内
造
形
科
・
建
築
工
学
科
（
２
年
過
程
）

　
募
集
資
格

　
▽
室
内
造
形
科

　
　
中
卒
者
（
見
込
含
む
）、
一
般

　
▽
建
築
工
学
科

　
　
高
卒
者
（
見
込
含
む
）、
一
般
（
概
ね

　
　
30
歳
ま
で
）

仕
事
内
容

　
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
施
設
に
お

け
る
火
葬
業
務
並
び
に
火
葬
場
敷
地
内
の
整

備
業
務

対
象
者

　
危
険
物
取
扱
者
免
状
、
ボ
イ
ラ
ー
技
士
免

許
、
電
気
工
事
士
の
い
ず
れ
か
の
取
得
者
で

仕
事
に
従
事
で
き
る
健
康
な
人

委
嘱
時
期

　
平
成
25
年
４
月
１
日
～
平
成
26
年
３
月
31

日
（
継
続
契
約
有
）

雇
用
人
員
　
１
人

雇
用
条
件

　
館
内
【
伊
佐
市
・
湧
水
町
・
霧
島
市
（
横

川
、
牧
園
）】
に
居
住
し
、
４
月
１
日
現
在

で
55
歳
ま
で
の
人

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

勤
務
日
数
　
月
20
日

※
土
、
日
、
祭
日
勤
務
有
り

賃
　
　
金
　
月
額
１
７
５
、０
０
０
円

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
・
雇
用
保
険
有
り

申
込
方
法

　
伊
佐
市
環
境
政
策
課
、
湧
水
町
保
健
衛
生

課
、
霧
島
市
横
川
支
所
・
牧
園
支
所
に
備
え

て
あ
る
「
伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
嘱

託
職
員
雇
用
願
」
及
び
履
歴
書
（
市
販
の
も

火
葬
場
嘱
託
職
員
募
集

の
に
上
半
身
写
真
配
付
）
に
記
入
の
う
え
、

免
許
・
資
格
の
写
し
を
添
付
し
て
２
月
20
日

（
水
）
ま
で
に
申
込
先
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
。

選
考
方
法
　
書
類
審
査
及
び
面
接

結
果
通
知
　
本
人
に
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
北
姶
良
火
葬
場
管
理
組
合
事
務
局

伊
佐
市
菱
刈
重
留
４
４
４
番
地

☎
０
９
９
５
・
２
６
・
２
３
５
６

介
護
予
防
教
室
受
講
生
募
集

業
務
内
容

　
学
校
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し
た
児
童
・

生
徒
へ
の
教
育
支
援
を
担
任
教
諭
の
指
示
の

も
と
行
う
。

勤
務
日
数
　
年
間
２
０
０
日
程
度

※
原
則
と
し
て
、
小
・
中
学
校
の
登
校
日

勤
務
時
間
　
８
時
30
分
～
13
時
30
分

賃
　
　
金
　
時
給
９
０
０
円

応
募
資
格
　

①
伊
佐
市
内
及
び
近
郊
市
町
に
お
住
ま
い
で

　
普
通
自
動
車
免
許
取
得
の
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
を
有

伊
佐
市
立
小
・
中
学
校
特
別
支
援
教

育
支
援
員
募
集

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
伊
佐
市
教
育
振
興

基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
か
ら
ご
意
見
を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。

閲
覧
期
限
　
２
月
18
日
（
月
）

閲
覧
場
所

▽
市
総
務
課
（
大
口
庁
舎
）

▽
市
教
育
委
員
会
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▽
菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い

　
る
人

○
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

　
人

○
事
案
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

応
募
方
法

　
閲
覧
場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
に
意
見
を

記
入
し
、
２
月
18
日
（
月
）
ま
で
に
郵
送
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
中

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
　

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

市
教
育
委
員
会
総
務
課
（
菱
刈
庁
舎
）　

☎
�
１
５
１
２
・
　
�
１
０
５
５

k-soum
u@

city.isa.lg.jp

　
受
付
期
限
　
２
月
15
日
（
金
）

　
試
験
日
　
２
月
25
日
（
月
）

○
建
築
科
（
１
年
過
程
）

　
募
集
資
格

　
中
卒
者
（
見
込
含
む
）、
一
般

　
受
付
期
限
　
２
月
25
日
（
月
）

　
試
験
日
　
３
月
５
日
（
火
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
ら
れ

　
た
人
は
、
雇
用
保
険
、
職
業
訓
練
受
講
給

　
金
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
分
公
共
職
業
安
定
所
大
口

出
張
所
（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
大
口
）
か
当
校
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
・
５
３
・
０
２
０
７
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県
立
農
業
大
学
校
で
農
業
機
械
化
研
修
（
大

特
免
許
農
耕
車
限
定
・
農
業
機
械
士
・
け
ん

引
免
許
農
耕
車
限
定
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

申
込
期
限
　
２
月
20
日
（
水
）

研
修
日

　
県
立
農
業
大
学
校
農
業
機
械
化
研
修
計
画

日
（
年
間
６
回
程
度
開
催
）

※
免
許
証
の
コ
ピ
ー
の
添
付
が
必
須
条
件
と

　
な
り
ま
す
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
、
結
果

　
に
つ
い
て
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

平
成
25
年
度

農
業
機
械
化
研
修
受
講
の
募
集

　
す
る
人

③
②
に
準
じ
た
能
力
を
も
ち
、
子
ど
も
と
接

　
す
る
仕
事
や
活
動
に
従
事
し
た
こ
と
が
あ

　
る
人

募
集
人
員
　
若
干
名
　

応
募
方
法

　
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
２
月
18
日
（
月
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
、
２
月
18
日
（
月
）
ま
で

　
必
着

面
接
日
　
詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指
導
係
（
菱
刈

庁
舎
）　
　
　
　
　
　
　
　  

☎
�
１
５
３
２

期
　
　
間
　
３
月
26
日
（
火
）
～

　
　
　
　
　
４
月
１
日
（
月
）
６
泊
７
日

場
　
　
所
　
大
島
郡
与
論
町

事
前
説
明
会
　
無
料
・
自
由
参
加

　
全
国
13
か
所
で
実
施
　

▽
福
岡
会
場
　
深
見
ビ
ル
会
議
室

　
２
月
16
日
（
土
）
15
時
30
分
～
16
時
30
分

定
　
　
員
　
小
学
生
２
０
０
人
（
先
着
順
）

参
加
料
　
１
２
１
、０
０
０
円

※
鹿
児
島
空
港
出
発
の
場
合

申
込
期
限
　
３
月
６
日
（
水
）

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
国
際
青
少
年
研
修
協
会

☎
０
３
・
６
４
５
９
・
４
６
６
１

ち
び
っ
こ
探
検
学
校
ヨ
ロ
ン
島

参
加
者
募
集

　
ソ
バ
新
品
種
「
春
の
い
ぶ
き
」
の
種
子
を

無
料
で
配
布
（
1
人
２
kg 

程
度
）
し
ま
す
。

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
人

は
市
農
政
課
ま
で
、
お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

申
込
期
限
　
２
月
28
日
（
木
）

ソ
バ
の
種
子
を
配
布
し
ま
す

お
知
ら
せ

◆
中
古
農
機
具
の
情
報
提
供
に
つ
い
て
（
お

　
願
い
）

　
市
内
の
金
山
ね
ぎ
新
規
栽
培
農
家
が
中
古

農
機
具
を
探
し
て
い
ま
す
。

　
ね
ぎ
皮
む
き
機
・
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
・
管

理
機
な
ど
、
譲
渡
可
能
で
使
用
で
き
る
農
機

具
を
お
持
ち
の
人
は
、
市
農
政
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
農
政
係
（
菱
刈
庁
舎
２
階
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
７

利
用
時
間
　
11
月
～
４
月
　
14
時
か
ら
19
時

　
　
　
　
　

5
月
～
10
月
　
14
時
か
ら
20
時

定
休
日
　
毎
月
1
日
、
15
日

料
　
　
金

▽
大
　
人
（
中
学
生
～
69
歳
）　
１
５
０
円

▽
大
　
人
（
70
歳
以
上
）　
　
　
１
０
０
円

▽
子
ど
も
（
小
学
生
以
下
）　
　
　
　
50
円

場
　
　
所
　
伊
佐
市
菱
刈
川
北
２
０
０
２

効
　
　
能

　
切
り
傷
、
や
け
ど
、

慢
性
皮
膚
病

問
い
合
わ
せ
先
　

市
地
域
総
務
課
総
務
振
興
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
１
６
０

市
営
菱
刈
公
衆
浴
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。

県
労
働
委
員
等
（
弁
護
士
等
）
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
労
働
者
、
事
業
主
ど
な
た
で
も
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
２
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
17
時

場
　
　
所
　
県
労
働
委
員
会
（
県
庁
15
階
）

相
談
内
容
　
解
雇
、
雇
い
止
め
、
配
置
転
換
、

　
　
　
　
　
パ
ワ
ハ
ラ
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

申
　
　
込
　
不
要
（
予
約
可
）

問
い
合
わ
せ
先

県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
３
９
４
３

労
働
に
関
す
る
無
料
相
談
会

　
樹
木
伐
採
の
際
に
倒
れ
た
樹
木
が
電
線
に

引
っ
掛
か
り
、
付
近
一
帯
が
停
電
す
る
と
い

電
線
の
近
く
で
作
業
す
る
際
は
、
最

寄
り
の
九
州
電
力
へ

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

市
農
政
課
農
政
係
（
菱
刈
庁
舎
）

☎
�
１
３
１
１
○内　　２
２
４
６

う
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特
に
病
院
や

信
号
機
な
ど
が
停
電
す
る
と
、
社
会
的
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
し
ま
い
ま
す
。
電
線
の

近
く
で
作
業
す
る
と
き
は
、
作
業
を
始
め
る

前
に
付
近
の
状
況
を
よ
く
確
認
し
て
頂
き
、

電
線
が
作
業
に
支
障
と
な
る
場
合
は
、
最
寄

り
の
九
州
電
力
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
も
し
万
一
、
電
線
を
断
線
さ
せ
た
場
合
は
、

絶
対
に
電
線
に
触
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
切

れ
た
電
線
に
触
る
と
感
電
の
恐
れ
が
あ
り
と

て
も
危
険
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

九
州
電
力
霧
島
営
業
所

☎
０
１
２
０
・
９
８
６
・
８
０
３
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伊佐市からのお知らせ

タケシタの家造り 検索

広告

H     P http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 :伊佐市大口小木原８９９

新築住宅３件同時完成しました。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・水道・
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

交
通
事
故
に
関
す
る
弁
護
士
相
談

　
弁
護
士
に
よ
る
交
通
事
故
相
談
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　
相
談
所
で
は
、
次
の
日
以
外
で
も
交
通
事

故
相
談
員
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時
　
２
月
28
日
（
木
）
13
時
～
16
時

場
　
　
所
　

　
交
通
事
故
相
談
所
（
鹿
児
島
県
庁
内
）

※
事
前
に
申
込
が
必
要
で
す
。
定
員
に
な
り

　
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

交
通
事
故
相
談
所

☎
０
９
９
・
２
８
６
・
２
５
２
６

　
鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金
が

平
成
24
年
10
月
13
日
か
ら
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
最
低
賃
金
　
時
間
額
６
５
４
円

　
鹿
児
島
県
の
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金

が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

▽
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

　
時
間
額
６
８
０
円〈
平
成
24
年
12
月
８
日
〉

▽
自
動
車
（
新
車
）
小
売
業

　
時
間
額
７
２
４
円〈
平
成
24
年
12
月
19
日
〉

▽
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、
電

　
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
製
造

　
業

　
時
間
額
７
０
０
円〈
平
成
24
年
12
月
21
日
〉

※
〈
〉
内
の
日
付
は
効
力
発
生
日
で
す
。

　
鹿
児
島
県
最
低
賃
金
は
県
下
の
す
べ
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
別
に

定
め
る
特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
の
産
業

に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
最
低
賃
金
も
適

用
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
労
働
局
賃
金
室

☎
０
９
９
・
２
２
３
・
８
２
７
８

鹿
児
島
県
の
最
低
賃
金

　
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
を

地
域
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム
in
姶
良
・
伊

佐

踏
ま
え
、
県
民
、
医
療
関
係
者
、
行
政
関
係

者
が
一
体
に
な
っ
て
地
域
医
療
を
支
え
て
い

く
気
運
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

公
開
討
論
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
17
日
（
日
）
14
時
開
場

　
　
　
　
　
14
時
30
分
～
16
時
30
分

場
　
　
所
　
霧
島
市
民
会
館

参
加
料
　
無
料

内
　
　
容
　

○
講
演

　
演
題
「
姶
良
・
伊
佐
地
域
の
救
急
医
療
を

　
　
　
　
考
え
る
」

○
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　
テ
ー
マ
　「
地
域
で
支
え
る
救
急
医
療
」

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
保
健
指
導
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
１
２

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
健
康
企
画
課

☎
０
９
９
５
・
４
４
・
７
９
５
１

第
２
回
地
域
リ
ハ
ビ
リ
講
演
会

日
　
　
時
　
２
月
８
日
（
金
）
受
付
18
時
～

　
　
　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
　
　

場
　
　
所
　
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

講
　
　
師
　
衛
藤
誠
二
氏

　（
鹿
児
島
大
学
病
院
霧
島
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
医
師
）

演
　
　
題

　「
脳
卒
中
片
麻
痺
の
リ
ハ
ビ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

市
長
寿
支
援
課
地
域
包
括
支
援
係

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
２
２
２

伊
佐
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
広
域
支
援

セ
ン
タ
ー
は
や
ひ
と
　
　
　
☎
�
８
０
０
０

　
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
２
月
５
日
（
火
）
10
時
～
15
時

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
第
４
会
議
室

相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員

問
い
合
わ
せ
先
　
　
　

市
役
所
市
民
課
人
権
啓
発
係
　

☎
�
１
３
１
１
○内　　１
１
５
３

な
ん
で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い

日
　
　
時
　
２
月
26
日
（
火
）
14
時
～
16
時

場
　
　
所
　
大
口
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３
階

　
　
　
　
　
多
目
的
ホ
ー
ル

内
　
　
容

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
ミ
ナ
ー

　
講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｌ
ａ
ｂ
蒲
生
郷

▽
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
活
動
発
表
会

　
発
表
者
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
バ
イ
オ
マ
ス
ワ
ー

　
　
　
　
　
ク
あ
っ
た
ら
し
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
セ
ミ
ナ
ー
＆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
活
動
発
表
会
を
開
催

　
　
　
　
　
人
く
す
の
木
自
然
館

▽
意
見
交
換
会

入
場
料
　
無
料

問
い
合
わ
せ
先

姶
良
・
伊
佐
地
域
振
興
局
総
務
企
画
課

☎
０
９
９
５
・
６
３
・
８
１
０
９

使用者も
労働者も

必ずチェック
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誕
　
生

 
（
12
月
３
日
～
12
月
28
日
受
付
分
）

浅
川
　
翼
つ
ば
さ
（
賢
介
・
里
町
）

有
薗
　
花は

な來
（
卓
己
・
下
市
山
）

池
下
　
正せ
い
ぎ義
（
正
敏
・
上
ノ
馬
場
上
）

宇
都
宮
　
茉ま

お桜
（
啓
吾
・
駅
前
）

鵜
木
　
あ
み
る
（
秋
広
・
あ
た
ご
）

緒
方
　
信し
ん
の
す
け

之
佑
（
一
秀
・
岩
坪
）

小
倉
　
一い
ち
か華
（
洋
平
・
朝
日
町
）

上
下
　
怜れ

お皇
（
隆
二
・
上
元
町
）

川
越
　
美み

く空
（
哲
也
・
八
坂
団
地
）

川
﨑
　
望の

あ愛
（
大
輔
・
中
目
丸
）

川
迫
　
こ
ゆ
き
（
弘
幸
・
西
本
町
）

上
橋
　
千ち
な
り愛
（
政
治
・
山
田
）

是
枝
　
蒼そ

あ天
（
裕
一
・
高
校
西
）

坂
上
　
遥は
る
き基
（
勝
美
・
渕
辺
）

下
野
　
蒼そ

ら空
（
慎
一
・
重
留
西
）

白
坂
　
柚ゆ
ず
き輝
（
清
隆
・
西
原
）

髙
木
　
美み

ゆ優
（
久
美
子
・
井
手
原
）

髙
見
　
虎こ
た
ろ
う

太
郎
（
真
吾
・
西
水
流
）

轟
木
　
梨り

の乃
（
俊
輔
・
岩
坪
）

永
池
　
七な

お

き
雄
希
（
伸
博
・
大
山
口
）

野
田
　
紗さ
あ
や彩
（
哲
志
・
高
校
西
）

深
田
　
大た
い
し志
（
利
希
・
共
進
）

渕
上
　
唯い

と都
（
勇
輝
・
こ
っ
が
ら
団
地
）

前
永
　
穂ほ
の
か華
（
隆
博
・
本
城
宇
都
）

松
山
　
夢ゆ

あ杏
（
裕
一
郎
・
田
中
中
）

宮
ノ
原
　
羽は

る琉
（
裕
史
・
八
坂
団
地
）

（
12
月
２
日
～
12
月
28
日
受
付
分
）

大
口
地
区

五
十
嵐
　
ま
り
子
　
59
　（
上
新
町
）

椛
山
　
安
德
　
　
　
81
　（
大
田
）

小
城
　
光
宣
　
　
　
82
　（
八
坂
町
）

坂
元
　
浩
一
　
　
　
46
　（
西
原
）

白
石
　
信
一
　
　
　
76
　（
東
元
町
）

平
田
　
チ
ネ
子
　
　
86
　（
西
原
）

益
園
　
花
子
　
　
　
98
　（
上
目
丸
）

山
野
地
区

上
井
　
英
充
　
　
　
56
　（
本
町
）

苙
口
　
信
夫
　
　
　
83
　（
小
木
原
東
）

瀬
之
口
　
久
　
　
　
85
　（
上
松
）

渕
上
　
イ
ト
ノ
　
　
90
　（
荒
平
）

羽
月
地
区

筌
場
　
ト
シ
子
　
　
84
　（
羽
山
）

岡
田
　
秋
富
　
　
　
89
　（
下
殿
）

奥
薗
　
シ
ゲ
　
　
　
101
　（
堂
崎
）

祖
母
仁
田
　
ニ
シ
キ
　
87
　（
崎
山
）

田
代
　
政
男
　
　
　
85
　（
福
川
）

水
谷
　
菊
江
　
　
　
95
　（
堂
崎
）

山
之
口
　
カ
ズ
エ
　
75
　（
川
岩
瀬
）

西
太
良
地
区

稲
森
　
信
夫
　
　
　
74
　（
針
牟
田
）

開
　
フ
ヂ
ノ
　
　
　
100
　（
後
村
）

菱
刈
地
区

苙
口
　
稔
秋
　
　
　
65
　（
花
北
上
）

柿
木
　
ミ
ツ
　
　
　
96
　（
上
市
山
）

　

おいしくて
ボリューム満点!! 居酒屋 明治 TEL (0995)

24-2121

2時間30分
　コース大好評の大好評の

3,500円コース3,500円コース
料理８品料理８品

生ビール 他、・ 飲み放題つき!!生ビール 他、・ 飲み放題つき!!
２時間
コース人気の人気の

3,000円コース3,000円コース
料理８品料理８品

生ビール1杯、他飲み放題つき!!生ビール1杯、他飲み放題つき!!
しきられた個室で、おいしいお酒を。40名様まで収容できます。しきられた個室で、おいしいお酒を。40名様まで収容できます。

こちらのご予約も承っております。

お祝い料理、手作り半精進料理(法事用)鍋料理
　　　　　　　　料理仕出し　きじま　(0995)-22-1515
お祝い料理、手作り半精進料理(法事用)鍋料理
　　　　　　　　料理仕出し　きじま　(0995)-22-1515

広告  

大
口
幼
稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

大
口
酒
造
㈱

古
澤
　
博
文
さ
ん
（
元
町
実
業
）

針持小谷自治会の鬼火焚き

【今月の表紙】

　2013 年元日、長年続く伝承行事も世帯
数の減少や高齢化のため開催が危ぶまれま
したが、針持小学校の先生方をはじめ近隣
の笠松・馬場自治会の応援を得て、巨大な
９ｍを超えるやぐらが組まれ、今年の無病
息災を祈りました。
　焚き火で、青竹筒に入った焼酎の燗つけ
やぜんざいの餅などが焼かれ、およそ 100
人の参加者に振る舞われました。
　あたたかい食べ物と懐かしい顔ぶれがそ
ろい、1 年の始まりを笑顔で過ごすことが
できました。

山
下
　
皇こ
う
せ
い晴
（
竜
太
・
共
進
）

湯
之
上
　
夢ゆ

あ空
（
唯
志
・
大
島
南
）

川
﨑
　

夫
　
　
　
94
　（
鵜
泊
）

北
　
ツ
ユ
ヱ
　
　
　
88
　（
新
拓
）

久
木
田
　
充
　
　
　
84
　（
山
田
中
原
）

倉
留
　
ミ
セ
　
　
　
96
　（
築
地
中
）

高
橋
　
ヨ
シ
子
　
　
72
　（
本
城
宇
都
）

新
原
　
テ
ル
　
　
　
91
　（
重
留
東
）

畑
中
　
信
子
　
　
　
97
　（
下
手
浜
場
）

福
山
　
ト
キ
エ
　
　
78
　（
共
進
）
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2013.02.01
■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
総
務
課
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

　
　
　
　
Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　
　
　
　
　
http://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
印
刷
／
㈱
あ
す
な
ろ
印
刷

編
集
後
記

人口のうごき

H25. １. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　29,224 人　  （－   23）
　男　　13,527 人　  （－   ６）
　女　　15,697 人　  （－     17 ）
世帯数　14,213 世帯  （－      ７）

◆ ◆

　
１
月
15
日
号
を
発
行
し
て
か
ら
今
回
ま
で

「
待
ち
長
か
っ
た
ぁ
」。
こ
こ
で
し
か
お
伝
え
で

き
な
い
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
今
月
号
は
「
№

１
０
１
」。
と
い
う
こ
と
は
、
前
号
が
祝
「
№

１
０
０
」
で
し
た
。
15
日
号
は
「
お
知
ら
せ
版
」

な
の
で
派
手
な
演
出
も
で
き
ず
、
広
報
係
だ
け

で
さ
さ
や
か
に
お
祝
い
し
た
ん
で
す
よ
、
紙
面

上
で
。
気
づ
い
て
く
だ
さ
っ
た
方
ど
れ
く
ら
い

い
ま
す
か
。「
№
１
０
０
」
の
数
字
の
中
に
喜

ん
で
い
る
人
を
発
見
で
き
ま
し
た
か
。

　
伊
佐
市
が
誕
生
し
て
か
ら
の
軌
跡
で
す
。
も

っ
と
大
々
的
に
お
祝
い
で
き
れ
ば
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
の
ん
気
に
、「
わ
ぁ
！
１
０
０
だ
！
」

「
わ
ぁ
！
本
当
だ
！
」
と
こ
ん
な
調
子
で
す
。

今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
、
次
の
節
目
№
２
０
０

で
は
「
何
か
や
ろ
う
！
」
と
、
張
り
切
っ
た
も

の
の
、
節
目
は
い
つ
も
「
お
知
ら
せ
版
」
な
ん

で
す
よ
ね
ぇ
。
次
回
も
同
じ
レ
ベ
ル
の
お
祝
い

で
し
ょ
う
か
ら
、
皆
さ
ん
も
見
逃
さ
な
い
よ
う

に
ど
こ
か
に
い
る
「
隠
れ
キ
ャ
ラ
」
を
探
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
う
か
⋮
私
は
異
動
し
て
い
る
か

（
ガ
ッ
カ
リ
）。

　
犬
の
散
歩
を
し
な
が
ら
自
然
を
眺
め
る
の
が
私

は
大
好
き
で
す
。
昨
年
11
月
に
見
た
光
景
は
、
文

句
を
言
い
合
っ
て
い
る
の
か
、
餌
で
も
取
り
合
っ

て
い
る
の
か
上
空
で
争
う
カ
ラ
ス
と
ト
ン
ビ
ら
し

き
２
羽
。
軍
配
は
ト
ン
ビ
に
あ
が
り
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
鶴
ら
し
き
１
羽
を
発
見
。
サ
ギ
に
し
て

は
大
き
い
し
、
た
ぶ
ん
ナ
ベ
ヅ
ル
か
し
ら
。
警
戒

心
が
強
く
だ
い
ぶ
離
れ
て
い
て
も
逃
げ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
伊
佐
に
も
鶴
が
お
り
て
く
る
の
か
と

思
う
と
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
１
羽
だ
け
で
い
た

の
が
気
が
か
り
で
す
け
ど
。（大

口
　
胡こ

も
も桃

　
50
代
）

　
久
し
ぶ
り
の
鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ
に
高
校
新
人
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を
観
に
行
っ
た
。
目
当
て
は
中

学
生
の
時
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
拾
っ
て
い

た
元
気
な
伊
佐
の
子
供
た
ち
。
自
宅
通
学
や
市
外

の
学
校
で
寮
生
活
を
送
り
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
。

　
耐
寒
力
を
備
え
た
伊
佐
の
子
供
た
ち
が
、
チ
ー

ム
の
中
心
的
存
在
と
し
て
プ
レ
ー
し
て
い
る
姿
は

躍
動
感
に
溢
れ
、
私
た
ち
に
勝
利
へ
の
執
念
を
伝

え
た
。
笑
顔
の
子
供
た
ち
に
７
年
後
の
鹿
児
島
国

　
人
間
が
作
っ
た
も
の
は
自
然
の
も
の
に
は
か
な

わ
な
い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
先
日
ま
ご
し
市

場
で
み
か
け
た
「
メ
ノ
モ
チ
」
は
す
っ
ご
く
き
れ

い
で
し
た
。
小
さ
な
メ
ノ
モ
チ
を
一
度
姑
と
作
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
後
の
片
付
け
が
大
変
。

捨
て
る
の
は
絶
対
に
い
や
。
ほ
こ
り
を
払
っ
て
枝

か
ら
外
し
て
・
・
・
そ
う
し
て
い
る
う
ち
に
餅
へ

の
愛
情
が
薄
れ
て
し
ま
っ
て
・
・
・
。
で
も
、
見

て
い
る
分
に
は
と
っ
て
も
幸
せ
で
す
。

（
湯
之
尾
　
い
わ
し
雲
　
30
代
）

　
そ
の
１
羽
の
鶴
が
た
く
さ
ん
の
仲
間
を
伊
佐
に

連
れ
て
来
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。

ｎ
ａ
ｇ
ｏ
ｍ
ｉ
　
ｎ
ｏ
　
ｈ
ｉ
ｒ
ｏ
ｂ
ａ

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

おおお

便便便
りりり ああ りりり がが とと

うう

和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和みみみみみみみみみみみみみみみみ和み和和み和和み和和み和和み和和み和和み和和み和みみみみみ
な ごな ごな ごな ごな ごな ご

和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和和
な ご

和
な ごな ご

ｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

のののみのみののののののののの
ひひひひひひひひひひひろろろろろろろろろろろろひろひひろひひろひひろひひろひひろひろろろろばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば

ｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉ和ｎａｇｏｍｉ和和ｎａｇｏｍｉ和ｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉｎａｇｏｍｉ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「こころ和む話題」
をお待ちしています。

【投稿について】
◆字数 200 文字以内（文章
　は、必要に応じて添削す
　る場合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、市広報係までご投稿
　ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接広報係
　へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。

【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里１８８８番地
市総務課広報係（大口庁舎）

「和みのひろば」係
☎�１３１１

○内　　１１１６・１１１７
koho@city.isa.lg.jp

体
の
選
手
に
と
、
夢
を
ひ
ろ
げ
て
く
れ
た
時
間
と

な
っ
た
。
　
　
　
　
　（
菱
刈
　
と
ん
び
　
50
代
）




